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電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
い
う
と
安
直

に
エ
ン
ジ
ン
を
モ
ー
タ
ー
に
替
え
る

だ
け
で
誰
で
も
す
ぐ
に
作
れ
、
電
機
メ
ー
カ
ー

も
す
ぐ
に
作
れ
る
と
思
う
人
が
多
い
。
か

な
り
の
専
門
家
で
も
平
気
で
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
言
う
人
が
い
る
。
今
か
ら
半
世
紀
前
の

１
９
７
０
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に

政
府
主
導
で
Ｅ
Ｖ
の
開
発
を
し
よ
う
と
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
時
作
ら
れ
た
Ｅ
Ｖ
は
、

ま
さ
に
こ
の
安
直
な
発
想
で
作
ら
れ
た
も
の

で
、
結
局
全
く
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
。

自
動
車
の
原
動
機
に
要
求
さ
れ
る
性
能

は
、
動
力
機
械
と
し
て
は
か
な
り
特
殊
で
あ

る
。
実
際
に
ガ
ソ
リ
ン
車
が
走
行
し
て
い
る

時
の
エ
ン
ジ
ン
の
出
力
を
測
定
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
デ
ジ
タ
ル
制
御
的
で
、
ス
タ
ー
ト
や

加
速
す
る
時
に
瞬
間
的
に
大
出
力
が
投
入
さ

れ
、
数
秒
後
に
所
定
の
速
度
に
上
昇
す
る
と
、

出
力
は
10
分
の
１
程
度
に
落
ち
て
定
速
走
行

す
る
。
つ
ま
り
、
走
行
中
に
間
欠
的
に
大
出

力
を
出
し
、
後
は
小
さ
い
出
力
で
流
し
運
転

を
し
て
い
る
。
踏
切
や
信
号
右
折
発
進
の
時

は
特
に
瞬
発
力
が
必
要
で
、
特
に
大
き
な
出

力
が
一
瞬
投
入
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｖ
が
出
現
す
る

ま
で
電
動
機
は
、
鉄
道
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

工
業
プ
ロ
セ
ス
で
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、

定
速
運
転
か
加
速
し
て
も
ゆ
る
ゆ
る
と
加
速

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

用
途
に
用
い
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
重
い
電

動
機
を
そ
の
ま
ま
自
動
車
に
用
い
て
も
実
は

使
い
物
に
な
ら
な
い
。

今
ま
で
の
大
出
力
モ
ー
タ
ー
と
自
動
車
原

動
機
の
大
き
な
違
い
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ

れ
は
コ
ス
ト
に
関
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
自

動
車
は
量
産
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、
一
般
大

衆
の
手
が
届
く
水
準
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

鉄
道
や
工
業
用
の
モ
ー
タ
ー
を
作
る
電
機

メ
ー
カ
ー
は
、
受
注
生
産
の
世
界
で
生
き
て

き
た
企
業
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
意
識
が
低
い
。

90
年
代
に
日
本
で
初
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ

ス
が
開
発
さ
れ
た
時
、
開
発
メ
ー
カ
ー
は
、

当
初
は
既
存
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
自
動

車
用
モ
ー
タ
ー
を
開
発
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

電
機
メ
ー
カ
ー
は
自
動
車
原
動
機
を
理
解
で

き
ず
、
結
局
、
開
発
メ
ー
カ
ー
は
自
社
で
モ
ー

タ
ー
開
発
を
行
っ
た
。
日
本
の
自
動
車
各
社

は
、
こ
の
よ
う
な
小
型
・
軽
量
・
安
価
で
瞬

間
的
に
大
出
力
を
出
し
て
も
過
剰
加
熱
し
な

い
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
専
用
モ
ー
タ
ー

を
開
発
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
モ
ー

タ
ー
を
制
御
す
る
回
路
や
電
池
で
も
同
様
で

あ
る
。
先
ほ
ど
の
加
速
時
の
裏
返
し
で
、
Ｅ

Ｖ
は
減
速
時
に
モ
ー
タ
ー
が
発
電
機
と
な
り

瞬
間
的
、
間
欠
的
に
大
電
流
を
発
生
さ
せ
る
。

Ｅ
Ｖ
用
の
電
池
は
こ
の
瞬
間
的
な
大
電
流
を

回
収
・
蓄
電
で
き
な
い
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
生
」

は
で
き
な
い
。

今
、
Ｅ
Ｖ
の
世
界
で
は
中
国
の
存
在
感
が

大
き
い
。
20
年
以
上
前
に
聞
い
た
話
で
は
、

中
国
が
原
油
輸
入
国
に
転
落
し
た
時
、
自
国

産
原
油
を
軍
用
に
温
存
す
る
こ
と
と
、
ガ
ソ

リ
ン
車
を
ス
キ
ッ
プ
し
て
一
気
に
Ｅ
Ｖ
で
自

動
車
産
業
の
主
導
権
を
握
る
た
め
、「
一
般
車

は
Ｅ
Ｖ
に
切
り
替
え
る
」
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
世
界
で
ト
ッ
プ
を
走
る
テ
ス
ラ

や
中
国
メ
ー
カ
ー
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
の
発
想

を
抜
け
出
し
た
柔
軟
な
Ｅ
Ｖ
開
発
を
行
っ
て

い
る
。
２
０
１
０
年
頃
ま
で
ト
ッ
プ
を
走
っ

て
い
た
日
本
メ
ー
カ
ー
に
さ
ら
な
る
奮
起
を

期
待
し
た
い
。
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